
ポスターセッション

２Ｐ- ５

〔(社)日本家政学会

高 校 生 の 骨 量 と 生 活 習 慣 と の 関 連 性

○ 伊藤順子　平山悦子　河野昭子　 （大手前栄養製菓学院）

目的：成長期における骨量の増加が、その後の骨粗霧症予防に有効であると考えられ

るが、現在、10 代後半の骨量のデータが不足している状態である。そこで公立高校生の

男女について、簡単な生活調査アンケートと共に骨評価を行い、身体状況、運動習慣、

食習慣などと、骨評価との関連を調べることを目的とした。

方法：公立高校生の男子129 名、女子66 名を対象とし、腫骨乾式超音波法（アロカ

製、ＡＯＳ-100）により、右埋骨を測定した。骨評価は、総合的な骨状態の指標となる値

とされる音響的骨評価値（osteo  sono-assessment index : 以下 ＯＳＤ を主に用いて

行った。また、自記式アンケート法により、身体状況、運動習慣、食習慣等について調

査し、統計ソフトSPSS を用いて、調査項目と骨評価との関連性を検討した。
結果：年令については、男女とも加齢により ＯＳＩは増加の傾向が見られたが、男子で

は有意差が無く、女子では危険率5 ％以下で有意差が認められた。また男子では、密度

を反映していると考えられるSOS と身長との間に負の相関が見られ、女子では、骨量に
関連する値と考えられるTI と体重との間に正の相関が見られた。運動習慣については、

男女とも過去運動時間の多いものほど有意に ＯＳＩが高く、現在の運動頻度や運動時間と

OSI との関連はなかった。また骨折経験者は、全体の37 ％にもおよんだが、OSI との関
連はなかった。欠食の有無、牛乳・乳製品、大豆製品、肉・卵類、魚介類、緑黄色野菜、

海草類、インスタント食品、清涼飲料水などの摂取頻度（4 段階記入）と ＯＳＩとの関連
は見られなかった。
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目的　山羊料理は沖縄料理の一品である。山羊肉を2 ～5 時間煮込んで作るスープ か

ら脂肪分と固形成分を除いたエキスをマウスに投与すると高血糖あるいは高脂血症を示

す場合がある。これらの現象を改善するために同時に摂取する食物の組み合わせについ

て検討中であるが, 今回は緑茶カテキン（ポリフェノン60A ）について検討した。

方法　４週間予備飼育し，実験食投与開始時点で28 週令のsic:ddY 系雌マウスを５群

に分けた。 第 １群に対し， 市販粉末飼料（日本クレア,   CE  2) を投与し対照群とし

た。 第２群は粉末飼料十〇｡4％コレステロール十〇｡15%山羊汁エキス，第３群は粉末飼料

十〇.4％コレステa ール十〇｡15%山羊汁エキス十〇｡01％ポリフェノン60 A, 第４群は粉末

飼料十〇.01% ポリェノン60 A, 第 ５群は粉末飼料十〇｡1%ポリフェノン60 A を投与し，

一ヵ月後に各々の群の血液成分を測定した。

結果および考察　第１群の対照群に比較して，第４群と第５群に添加したポリフェノ

ン60  A は用量依存的に血糖値，中性脂肪値および総コレステロール値を低下させた。

第３群の血糖値と中性脂肪値は第２群と第４群の中間にあ り，緑茶カテキンによる山羊

汁エキス投与マウスの血糖値，中性脂肪値の改善効果が示唆された。
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